
特定非営利活動法人 SOS 総合相談グル－プ 

第 25 期通常総会議事録 
（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日） 

             

日 時   令和 7 年 5 月 16 日（金）17 時 00 分～17 時 50 分 

 

場 所   出版クラブホール 3 階 

            （千代田区神田神保町 1-32） 

会員総数  118 名 

総会出席者  87 名 

           （内訳） 本人出席者    40 名 

                 委任状出席者     6 名 

           表決権行使者   41 名 

 

議 案 

   第１号議案  令和 6 年度（第 25 期）事業報告 

   第２号議案  令和 6 年度（第 25 期）決算報告及び監査報告 

   第３号議案  令和 7 年度（第 26 期）事業計画（案） 

   第４号議案  令和 7 年度（第 26 期）活動予算（案） 

第５号議案   役員改選（案） 

 

    

定款第 27 条により理事長 本郷 亮 氏が議長席につき、総会の定足数について、正会

員 118 名の内、現時点で出席者数 40 名、委任状提出者数 6 名、表決権行使者数 41 名の計

87 名で総会定足数を満たし本総会は適法に成立している旨の報告が行われ、第 25 期通常

総会の開会を宣言した。 

続いて議事録署名人の選任については議長に一任されたことを受けて、石田泉氏、角田榮

二氏の 2 名が指名され、両氏は了承した。 

審議に入る前に、議長より採決については第 1 号議案と第 2 号議案、第 3 号議案と第 4

号議案、最後に第５号議案を説明し、其々個々に採決を行う旨が提示され審議に入った。 

    

（１）第 1 号議案 第 25 期事業報告 

本郷亮理事長より第 25 期事業報告の総括説明の後、相談業務委員会の活動報告を

石田泉副理事長、事業推進委員会の活動報告を角田榮二副理事長、研究・研修委員会

の活動報告を宮田淨子副理事長、情報管理委員会の活動報告を栗原哲哉副理事長によ

り行われた。 

本郷亮理事長からは、「第 25 期は昨年度に引き続き、『もっとＳＯＳ！』をモット

ーに、より多くのお客様の困りごと、悩み事の解決支援とＳＯＳ会員へ様々な『機会

の場』の提供による会員相互交流の促進を目指し、各種諸施策を展開してきた。 

その結果、新たなお客様との契約、高水準な相談件数達成、ＳＯＳ入会者の増加等、

多くの成果を得ることが出来た。 

相談対応、イベント等への参加した会員、諸施策を企画、実施いただいた各委員な

らびにバックヤードを力強く支えてくれた事務局に感謝申し上げる。」との報告があ



った。 

また、第 25 期の社会貢献として公益財団法人日本野鳥の会の「絶滅危惧種シマフ

クロウの保全活動」に対し 100,000 円の寄付を行った旨の報告があった。 

       

（２）第 2 号議案 第 25 期決算報告及び監査報告 

栗原事務局長より第 25 期の特定非営利活動に係わる決算報告の説明が行われ

た。第 25 期は４期ぶりの増収となったものの費用増のため前年比で減益となった

が、当初予算は達成した旨の報告があった。 

引き続き、松下明夫監事より監査報告が行われた。監査の結果、「事業報告書、

計算書類は法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しており、会計帳簿も記載

すべき事項を正しく記載し計算書類と合致している。又理事の職務執行に関する不

正行為又は法令若しくは定款に違反する事実はない。」との報告があった。 

以上、第１号議案及び第２号議案は審議の結果、賛成多数により両議案は可決さ

れた。 

 

（３）第 3 号議案 第 26 期事業計画（案） 

   本郷亮理事長より、第 26 期事業計画の総括説明の後、第 1 号議案同様に各副理事

長よりそれぞれの活動計画の説明が行われた。本郷理事長からは、「設立 25 周年の

節目である今期は『次の 25 年へのスタートの年（NEXT25）』であり、就任以来掲げ

ている『もっとＳＯＳ！』を推進し、『もっとお客様に使ってもらえるＳＯＳ』、『もっ

と会員が誇りを持ち、それぞれにとって価値のあるＳＯＳ』を目指して行く。そのた

めには事業基盤をさらに強固なものにするとともに、お客様からの信頼と会員各位の

ＳＯＳへの期待、要望に応えていくことが重要である」との説明があった。 

その後、相談業務委員会の活動計画を石田泉副理事長、事業推進委員会の活動計画

を角田榮二副理事長、研究・研修委員会の活動計画を宮田淨子副理事長、情報管理委

員会の活動計画を栗原哲哉副理事長より具体的な施策の説明が行われた。 

引き続き各部会の活動方針について税務・金融部会を川邉憲一理事、不動産部会を

鈴木亨理事、心理部会を田中周子理事、家庭・教育部会および暮らし部会を齋藤眞弓

理事、社会保険・労務部会を香取美惠子理事、相続・遺言部会を鈴木亨理事、法務部

会を大和陽一郎理事から説明が行われた。 

 

（４）第 4 号議案 第 26 期活動予算（案） 

    栗原事務局長より、第 26 期活動予算書（案）をもとに、第 3 号議案の各活動計画

を実行に移すための目標値の説明が行われた。 

第 26 期は、前年度の新規契約増に伴う業務委託料増による収入増を織り込むもの

の、新規顧客獲得のための営業活動の強化、会員満足度の向上に対する費用および設

立 25 周年記念イベント費用の計上により非常に厳しい予算となっている。実行面に

おいて収入増と費用効率化を進める必要がある旨の説明があった。 

以上、第 3 号議案及び第 4 号議案は、審議の結果、賛成多数により両議案は可決

された。 

 

（５）第 5 号議案 第 26 期役員改選（案） 

本郷亮理事長より、第 25 期をもって全ての役員が任期満了であり、今通常総会に



て役員の改選をお願いする旨の説明と、理事再任 15 名、理事新任 5 名、監事再任 2

名の就任案が提示された。 

審議の結果、第 5 号議案の第 26 期役員改選案は賛成多数で可決された。 

 

  

議長が総ての議案の終了を告げ、議長は総会の終了を宣告し、令和 6 年度第 25 期 

の通常総会の閉会を宣言した。 

 

 

 

   以上、この議事録が正確であることを証する。 

   

     令和 7 年 5 月 26 日    

 

 

 

 

      議長         本 郷  亮 
 

 

 

          議事録署名人   石 田  泉 

 

 

 

          議事録署名人     角 田 榮 二 

                                      


